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　日本遺産とは平成 27 年から始まった日
本各地の文化や風習、文化財などを「ストー
リー」として文化庁が認定したものです。
認定された「出雲國たたら風土記～鉄づく
り千年が生んだ物語～」語る上で欠かせな
い文化財として、今回は【奥出雲たたら製
鉄及び棚田の文化的景観】を紹介します。
　奥出雲たたら製鉄及び棚田の文化的景観
は、たたら製鉄、砂鉄を採取する鉄穴（か
んな）流し、そしてその跡地を利用してつく
られた棚田によって形づくられてきた景観で
す。
　鉄穴横手（水路）や鉄穴残丘が点在す
る棚田が広がる農山村集落は、かつてたた
ら製鉄用の木炭を供給していた鉄山（てつ
ざん）の山々に囲まれています。そしてそ
の一部では現在もたたら製鉄が行われてお
り、この景観は日本における人々の生活や
生業を理解するうえで欠かすことのできな
い貴重なものです。
　たたら製鉄に用いる砂鉄を採取した鉄穴
流しの跡地は、棚田として整備され、今も
美しい姿を保っており、この棚田から生ま
れる「仁多米」は、西日本を代表する米と
して高く評価され、多くの食通を魅了してい
ます。これらの棚田は、先人たちが築き上
げた文明と自
然との共生とい
うストーリーを、
現代に伝える
象徴となって
います。
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　兵力わずか四千の毛利元就軍が二万八千
の陶晴賢軍を打ち破った名勝負の影には、
壮絶な人間ドラマがあった。「これまで誰
も書きえなかった厳島合戦の全貌を描き、
我が国の歴史文学の空白を埋める記念碑的
作品」。
　縄田一男氏絶賛！　謀略で勝利した元就
と義を貫いて敗れた晴賢。対照的な二人の
武将を通して人間の矜持を問う！

　（出版社紹介より記載）
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